
【症例報告】 Case Report

ABO血液型の検査法の違いによって異なる結果を認めた cisAB型の 1症例

降田 喜昭１） 鞠子 文香１） 鈴木 菜月１） 砥出 紘佳１） 小嶋 未来１）
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ABO血液型は，溶血性輸血副反応を防止するため正確な判定が重要である．cisAB型は 1つの染色体に A型と B
型の遺伝子が存在しており，もう一方の染色体における遺伝子との組み合わせで 3タイプが知られている．ABO
血液型検査ではオモテ・ウラ検査の不一致を認めるため，判定に苦慮する場合がある．
今回経験した症例は，ゲルカラム凝集法においてオモテ検査で抗 A（4＋），抗 B（0），抗 D（4＋），control（0），
ウラ検査で A1赤血球（0），B赤血球（0）となり，オモテ・ウラ検査不一致となった．試験管法で再検査を行った結
果，オモテ検査は抗 A（4＋），抗 B（3＋），ウラ検査は A1赤血球（0），B赤血球（w＋）で判定保留となった．ゲ
ルカラム凝集法と試験管法で，オモテ検査の抗 Bおよびウラ検査の B赤血球において凝集の強さに差を認める結果
となり，日本赤十字社関東甲信越ブロック血液センターに ABO亜型検査を依頼し，cisAB型の結果となった．
当院で検出された cisAB型において，検査方法の違いにより異なる結果を認めた症例を初めて経験したので報告

する．
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はじめに
ABO血液型は，輸血時の溶血性輸血副反応を防止す
るため，正確な判定が必須である．ABO血液型検査の
方法は，多くの医療機関で自動輸血検査装置が導入さ
れ，オモテ・ウラ検査の不一致など異常反応を認めた
際に警告されるシステムが導入され，対応していると
思われる．ABO血液型のオモテ・ウラ検査が不一致の
場合は，異なる検査方法での再検査や追加検査，患者
情報の検索などにより，ABO血液型を決定することが
重要である．
cisAB型は，1つの染色体上に Aと Bの遺伝子が存

在しており，確定には遺伝子検査が必須となる．ABO
血液型検査では，オモテ・ウラ検査に不一致を認め，
ウラ検査では多くの症例で不規則性抗 Bを保有するこ
とから，輸血用血液製剤の選択を考慮しなければなら
ない．日本人では約 0.0015％１）の発生頻度が報告され，
地域性を認める稀な血液型である．
今回われわれは，ゲルカラム凝集法でのABO血液型

検査において，オモテ・ウラ検査不一致を認め，試験
管法による再検査で結果が異なった cisAB型を経験し
たので報告する．本研究は，医学部医学系研究等倫理

委員会の承認（E21-0057）を受けている．

対象および方法
1．症例
60歳代，男性，輸血歴および移植歴はなかった．既
往歴は，腰部脊柱管狭窄症があった．20XX年脳神経外
科において腰椎すべり症に対する手術療法の適応とな
り，術前検査の目的でABO血液型検査および不規則抗
体検査の依頼があった．検査結果においてオモテ・ウ
ラ検査不一致となったため，再検査および追加検査，
日本赤十字社関東甲信越ブロック血液センター（以下，
血液センター）へ精査依頼した．不規則性抗体検査は
陰性であった．
2．方法
1）ABO血液型検査
ゲルカラム凝集法は，マイクロタイピングシステム
ABDカード（mono）（バイオ・ラッド ラボラトリーズ
株式会社）を用いて，カード用全自動輸血検査装置 IH-
1000（バイオ・ラッド ラボラトリーズ株式会社）に
より検査した．試験管法は，オーソⓇバイオクローンⓇ抗
A，オーソⓇバイオクローンⓇ抗 B（オーソ・クリニカル・
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Fig.　1　ABO血液型の検査結果（カラム凝集法および試験
管法）

Table　1　ABO血液型における追加検査結果

患者 対照（A1B型）

レクチンとの反応
抗A1レクチン 0 2＋
抗 Hレクチン 4＋ 1＋

糖転移酵素活性
A型 活性なし 512 倍
B型 活性なし 128 倍

ダイアグノスティックス株式会社），BiotestCell-A1，B
（バイオ・ラッド ラボラトリーズ株式会社）を用いて
検査した．
2）レクチンとの反応
ゲルカラム凝集法においてオモテ・ウラ検査不一致
となったため，亜型を疑い患者赤血球を用いて抗 A1
レクチン（オーソ・クリニカル・ダイアグノスティッ
クス株式会社）および抗 Hレクチン（富士フイルム
和光純薬株式会社）との反応を検査した．
3）糖転移酵素活性
患者血漿を用いてAおよび B糖転移酵素活性をガル
ザーブⓇAB（積水メディカル）により検査した．
4）フローサイトメトリー法
血液センターに精査依頼した．患者血球をグルター
ルアルデヒドで固定した後，モノクローナル抗 Aおよ
び抗 Bを患者血球と反応させ，FITC標識 IgM抗体を

二次抗体として検査し，患者と陽性（A1B型）および
陰性（O型）対照の平均蛍光強度（Mean Fluorescence
Intensity：MFI）を算出し，比較した．
5）ABO遺伝子検査
血液センターに精査依頼した．末梢血から DNAを抽

出し，PCR-SSP（Polymerase Chain Reaction-Sequence
Specific Primers）法で ABO遺伝子を検査し，解析し
た．

結 果
1）ABO血液型検査
①ゲルカラム凝集法
オモテ検査は抗 A（4＋），抗 B（0），抗 D（4＋），

control（0）の A型 RhD陽性，ウラ検査は A1赤血球
（0），B赤血球（0）の AB型で，オモテ・ウラ検査が不
一致となった（Fig. 1-A）．
②試験管法
オモテ検査は抗 A（4＋），抗 B（3＋），ウラ検査は

A1赤血球（0），B赤血球（w＋）の判定保留となり，ウ
ラ検査で血漿中から抗 Bが検出された（Fig. 1-B）．
2）レクチンとの反応および糖転移酵素活性
抗 A1レクチン（0），抗 Hレクチン（4＋）の反応と

なり，A型および B型共に糖転移酵素活性は認められ
なかった（Table 1）．
3）モノクローナル抗体を用いたフローサイトメトリー

法
患者 Aおよび B抗原のMFIは，7.87，0.44であり，

A抗原は陽性（A1B型）対照に比べて弱く，B抗原は
陰性（O型）対照に近い値を示した（Fig. 2）．
4）ABO遺伝子検査
ABO遺伝子検査による ABO-SSPにおいて A/O
と判定され，cisAB-SSPで cisAB.01 のバンド検出によ
り，ABO＊cisAB.01 と判定された（Fig. 3）．cisAB
型の中で最も多く検出される遺伝子タイプであった．

考 察
cisAB型は遺伝子解析を必要とする稀なABO血液型

であり，対立する遺伝子の組み合わせにより A2B3型
（cisAB/O），A1B3型（cisAB/A），A2B型（cisAB/B）
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Fig.　2　モノクローナル抗体を用いたフローサイトメトリー法の結果
MFI：Mean Fluorescence Intensity

Fig.　3　ABO遺伝子検査の解析
SSP：Sequence Specific Primers

の 3タイプが知られている．cisAB 遺伝子は 6種類
（ABO＊cisAB.01～ABO＊cisAB.06）が報告されてい

るが，日本人では ABO＊cisAB.01 が大半であり，ABO
＊cisAB.02 が稀に検出されている．ABO＊cisAB.01
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は，A型を基本構造としており，268番目のアミノ酸が
B型特異的アミノ酸へ置換されている．ABO＊cisAB.02
は，B型を基本構造としており，266番目のアミノ酸が
A型特異的アミノ酸へ置換されている２）．本症例のABO
＊cisAB.01 は，通常のAB型に比べAおよび B抗原の
発現量が少なく，不規則性抗 Bを多くの症例で保有す
ることが知られているため，輸血においては反応を認
めないABO血液型の選択が必要である．Sejongらは３），
多様な表現型がある cisAB型への安全な輸血には，O
型赤血球と AB型血漿/血小板を推奨している．
cisAB型の確定には遺伝子検査が必須であるが，多く

の医療施設では，輸血部門において遺伝子検査を追加
検査することは困難であるため，血液センターへの精
査依頼が必要となる．ABO血液型の判定においては，
赤血球型検査（赤血球系検査）ガイドライン（改訂 4
版）４）において，cisAB型などの亜型は輸血に際しては詳
細な判定は必ずしも必要ないと記載されている．しか
し，同一の染色体上にAおよび B遺伝子を認める cisAB
型の場合は，遺伝背景を把握することで，将来的なト
ラブル等の回避のため，ABO血液型を正確に判定し，
結果報告することは重要と思われる．
今回，我々が経験したオモテ・ウラ検査不一致は，
カラム凝集法と試験管法で凝集反応の強さに差を認め，
結果が乖離した症例であった．Eunjuらは５），自動分析
装置でのゲルカラム凝集法と用手法での試験管法によ
る結果の乖離があった症例の解析から，2つの方法を併
用しなければ検出できない症例があることを報告して
いる．また，マイクロプレート法とスライド法の併用
が見落とし防止に有用である報告６）もあり，異常反応を
認めた際には複数の方法を用いることが正確な結果判
定に推奨されている．
cisAB型は，ウラ検査において抗 Bを有することが

特徴の一つであるが，本症例はゲルカラム凝集法で抗
Bは検出されていない．試験管法では，凝集の強さは非
常に弱いがわずかな抗 Bを検出でき，cisAB型の判定
にたどり着いた．吉田らは７），試験管法とカラム凝集法
における ABO血液型の凝集反応において，試験管法に
比較しカラム凝集法は弱い凝集を認める報告をしてい
る．検査方法の原理の違いにより，凝集反応に差異を
認めることは知られており，カラム凝集法のフィルター
効果でのふるい分けと試験管法による遠心での物理的
に赤血球間を至近させ凝集をほぐす原理の違いが影響
したと推測される．
本症例の cisA2B3型は，正常 A1B型に比較し，Aおよ
び B抗原量は少なく，A抗原量は個体差が小さく B
抗原量は個体差が大きいことが報告８）されている．この
ことから，検査方法間で抗 Bに対する反応強度に差を

認める症例に遭遇することは想像できる．凝集反応を
他方法と比較し，より強く捕える試験管法の併用は必
要であると思われた．
cisAB型の確定は，遺伝子検査が最終的な決め手とな

るが，赤血球凝集反応を原理とするABO血液型検査に
おいて，検査法毎の特徴を理解し，いくつかの検査方
法を組み合わせることが重要であることを改めて認識
した症例であった．

結 語
ABO血液型検査法の違いにより，異なる反応を示す

cisAB型を経験した．異なる検査法を組み合わせること
で，正確な ABO血液型の判定に繋がる可能性があるこ
とから，検査法の原理や特性を考慮した再検査が重要
であると思われた．
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A CASE OF CISAB BLOOD TYPE IN WHICH TYPE RESULTS DIFFERED

DEPENDING ON THE ABO BLOOD TYPE TEST METHOD

Yoshiaki Furuta１）, Fumika Mariko１）, Natsuki Suzuki１）, Hiroka Toide１）, Miku Kojima１）, Miyuki Kawakami１）,

Shuhei Ishii１）, Yuki Nakamura１）and Jun Ando１）２）

１）Department of Blood Transfusion and Cell Therapy, Juntendo University Hospital, Juntendo University School of Medi-

cine
２）Department of Hematology, Juntendo University School of Medicine

Abstract:

Accurate determination of ABO blood type is important to the prevention of hemolytic transfusion side effects.
With the cisAB type, A and B genes are present on one chromosome. Three types are known to exist in combination
with the other chromosomes. In ABO blood type testing, discrepancies between the front and back tests may occur,
making accurate determination difficult in some cases.

In the present case, the gel column agglutination method showed anti-A (4+), anti-B (0), anti-D (4+), control (0) in
the front test, and A1 blood cells (0), B blood cells (0) in the back test, resulting in a discrepancy between the front and
back tests. On retesting with the test tube method, the front test showed anti-A (4+), anti-B (3+) and the back test
showed A1 blood cells (0), B blood cells (w+). It was therefore decided to put the testing on hold. Since differences in
agglutination strength were observed between anti-B and B blood cells in the gel column agglutination method and
test tube method, we referred the case to the Japanese Red Cross Society for ABO subtype testing, and the final diag-
nosis came back as cisAB type.

Here, we report this first case of cisAB type testing we have experienced in which the results varied depending
on the testing method used.

Keywords:

cisAB, gel column agglutination method, test tube method

�2026 The Japan Society of Transfusion Medicine and Cell Therapy
Journal Web Site: https:��yuketsu.jstmct.or.jp�



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /All
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 15%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (Japan Color 2001 Coated)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.5
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends false
  /DetectCurves 0.1000
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness false
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Remove
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
    /Arial-Black
    /Arial-BlackItalic
    /Arial-BoldItalicMT
    /Arial-BoldMT
    /Arial-ItalicMT
    /ArialMT
    /ArialNarrow
    /ArialNarrow-Bold
    /ArialNarrow-BoldItalic
    /ArialNarrow-Italic
    /Batang
    /BatangChe
    /BookAntiqua
    /BookAntiqua-Bold
    /BookAntiqua-BoldItalic
    /BookAntiqua-Italic
    /BookmanOldStyle
    /BookmanOldStyle-Bold
    /BookmanOldStyle-BoldItalic
    /BookmanOldStyle-Italic
    /BookshelfSymbolSeven
    /Century
    /CenturyGothic
    /CenturyGothic-Bold
    /CenturyGothic-BoldItalic
    /CenturyGothic-Italic
    /CenturyOldStyleStd-Bold
    /CenturyOldStyleStd-Italic
    /CenturyOldStyleStd-Regular
    /ComicSansMS
    /ComicSansMS-Bold
    /CourierNewPS-BoldItalicMT
    /CourierNewPS-BoldMT
    /CourierNewPS-ItalicMT
    /CourierNewPSMT
    /Dotum
    /DotumChe
    /Edigai-OTF-GoIwata
    /Edigai-OTF-MinIwata
    /Edisys-OTF-Gaiji
    /Edisys-OTF-KAZARI
    /EstrangeloEdessa
    /FranklinGothic-Medium
    /FranklinGothic-MediumItalic
    /FutoGoB101Pro-Bold
    /FutoMinA101Pro-Bold
    /FuturaStd-Bold
    /FuturaStd-BoldOblique
    /FuturaStd-Book
    /FuturaStd-BookOblique
    /FuturaStd-ExtraBold
    /FuturaStd-ExtraBoldOblique
    /FuturaStd-Heavy
    /FuturaStd-HeavyOblique
    /FuturaStd-Light
    /FuturaStd-LightOblique
    /FuturaStd-Medium
    /FuturaStd-MediumOblique
    /Garamond
    /Garamond-Bold
    /Garamond-Italic
    /Gautami
    /Georgia
    /Georgia-Bold
    /Georgia-BoldItalic
    /Georgia-Italic
    /GothicBBBPro-Medium
    /GothicMB101Pro-Bold
    /GothicMB101Pro-Heavy
    /Gulim
    /GulimChe
    /Gungsuh
    /GungsuhChe
    /Haettenschweiler
    /HelveticaLTStd-Blk
    /HelveticaLTStd-BlkObl
    /HelveticaLTStd-Bold
    /HelveticaLTStd-BoldObl
    /HelveticaLTStd-Light
    /HelveticaLTStd-LightObl
    /HelveticaLTStd-Obl
    /HelveticaLTStd-Roman
    /HGGothicE
    /HGGyoshotai
    /HGMaruGothicMPRO
    /HGPGothicE
    /HGPGyoshotai
    /HGPSoeiKakugothicUB
    /HGPSoeiKakupoptai
    /HGSeikaishotaiPRO
    /HGSGothicE
    /HGSGyoshotai
    /HGSoeiKakugothicUB
    /HGSoeiKakupoptai
    /HGSSoeiKakugothicUB
    /HGSSoeiKakupoptai
    /Impact
    /Jun101Pro-Light
    /Jun34Pro-Medium
    /Jun501Pro-Bold
    /KeplerStd-Black
    /KeplerStd-BlackCnItSubh
    /KeplerStd-BlackCnSubh
    /KeplerStd-BlackIt
    /KeplerStd-Bold
    /KeplerStd-BoldCnItSubh
    /KeplerStd-BoldCnSubh
    /KeplerStd-BoldIt
    /KeplerStd-CnItSubh
    /KeplerStd-CnSubh
    /KeplerStd-Italic
    /KeplerStd-Light
    /KeplerStd-LightCnItSubh
    /KeplerStd-LightCnSubh
    /KeplerStd-LightIt
    /KeplerStd-Medium
    /KeplerStd-MediumCnItSubh
    /KeplerStd-MediumCnSubh
    /KeplerStd-MediumIt
    /KeplerStd-Regular
    /Latha
    /LucidaConsole
    /LucidaSansUnicode
    /Mangal-Regular
    /MicrosoftSansSerif
    /MidashiGoPro-MB31
    /MidashiMinPro-MA31
    /MingLiU
    /MonotypeCorsiva
    /MS-Gothic
    /MS-Mincho
    /MSOutlook
    /MS-PGothic
    /MS-PMincho
    /MSReferenceSansSerif
    /MSReferenceSpecialty
    /MS-UIGothic
    /MVBoli
    /Myriad-BdWeb
    /Myriad-CnItWeb
    /Myriad-CnWeb
    /Myriad-ItWeb
    /Myriad-Web
    /NSimSun
    /OCRB
    /OptimaLTStd
    /OptimaLTStd-Black
    /OptimaLTStd-BlackItalic
    /OptimaLTStd-Bold
    /OptimaLTStd-BoldItalic
    /OptimaLTStd-DemiBold
    /OptimaLTStd-DemiBoldItalic
    /OptimaLTStd-ExtraBlack
    /OptimaLTStd-Italic
    /OptimaLTStd-Medium
    /OptimaLTStd-MediumItalic
    /OptimaLTStd-XBlackItalic
    /PalatinoLinotype-Bold
    /PalatinoLinotype-BoldItalic
    /PalatinoLinotype-Italic
    /PalatinoLinotype-Roman
    /PalatinoLTStd-Black
    /PalatinoLTStd-BlackItalic
    /PalatinoLTStd-Bold
    /PalatinoLTStd-BoldItalic
    /PalatinoLTStd-Italic
    /PalatinoLTStd-Light
    /PalatinoLTStd-LightItalic
    /PalatinoLTStd-Medium
    /PalatinoLTStd-MediumItalic
    /PalatinoLTStd-Roman
    /PMingLiU
    /Raavi
    /RyuminPro-Bold
    /RyuminPro-Heavy
    /RyuminPro-Light
    /RyuminPro-Medium
    /RyuminPro-Regular
    /RyuminPro-Ultra
    /ShinGoPro-Bold
    /ShinGoPro-Light
    /ShinGoPro-Medium
    /ShinGoPro-Regular
    /ShinGoPro-Ultra
    /ShinseiKaiPro-CBSK1
    /Shruti
    /SimHei
    /SimSun
    /Sylfaen
    /SymbolMT
    /SymbolStd
    /Tahoma
    /Tahoma-Bold
    /TimesLTStd-Bold
    /TimesLTStd-BoldItalic
    /TimesLTStd-ExtraBold
    /TimesLTStd-Italic
    /TimesLTStd-Roman
    /TimesLTStd-Semibold
    /TimesLTStd-SemiboldItalic
    /TimesNewRomanPS-BoldItalicMT
    /TimesNewRomanPS-BoldMT
    /TimesNewRomanPS-ItalicMT
    /TimesNewRomanPSMT
    /Trebuchet-BoldItalic
    /TrebuchetMS
    /TrebuchetMS-Bold
    /TrebuchetMS-Italic
    /Tunga-Regular
    /UniversLTStd
    /UniversLTStd-Black
    /UniversLTStd-BlackEx
    /UniversLTStd-BlackExObl
    /UniversLTStd-BlackObl
    /UniversLTStd-Bold
    /UniversLTStd-BoldCn
    /UniversLTStd-BoldCnObl
    /UniversLTStd-BoldEx
    /UniversLTStd-BoldExObl
    /UniversLTStd-BoldObl
    /UniversLTStd-Cn
    /UniversLTStd-CnObl
    /UniversLTStd-Ex
    /UniversLTStd-ExObl
    /UniversLTStd-Light
    /UniversLTStd-LightCn
    /UniversLTStd-LightCnObl
    /UniversLTStd-LightObl
    /UniversLTStd-Obl
    /UniversLTStd-XBlack
    /UniversLTStd-XBlackEx
    /UniversLTStd-XBlackExObl
    /UniversLTStd-XBlackObl
    /Verdana
    /Verdana-Bold
    /Verdana-BoldItalic
    /Verdana-Italic
    /WarnockPro-Bold
    /WarnockPro-BoldCapt
    /WarnockPro-BoldDisp
    /WarnockPro-BoldIt
    /WarnockPro-BoldItCapt
    /WarnockPro-BoldItDisp
    /WarnockPro-BoldItSubh
    /WarnockPro-BoldSubh
    /WarnockPro-Capt
    /WarnockPro-Disp
    /WarnockPro-It
    /WarnockPro-ItCapt
    /WarnockPro-ItDisp
    /WarnockPro-ItSubh
    /WarnockPro-Light
    /WarnockPro-LightCapt
    /WarnockPro-LightDisp
    /WarnockPro-LightIt
    /WarnockPro-LightItCapt
    /WarnockPro-LightItDisp
    /WarnockPro-LightItSubh
    /WarnockPro-LightSubh
    /WarnockPro-Regular
    /WarnockPro-Semibold
    /WarnockPro-SemiboldCapt
    /WarnockPro-SemiboldDisp
    /WarnockPro-SemiboldIt
    /WarnockPro-SemiboldItCapt
    /WarnockPro-SemiboldItDisp
    /WarnockPro-SemiboldItSubh
    /WarnockPro-SemiboldSubh
    /WarnockPro-Subh
    /Webdings
    /Wingdings2
    /Wingdings3
    /Wingdings-Regular
    /ZWAdobeF
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages false
  /ColorImageMinResolution 150
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 150
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.00000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 1.30
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 10
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 10
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages false
  /GrayImageMinResolution 150
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 150
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.00000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 1.30
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 10
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 10
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages false
  /MonoImageMinResolution 300
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages false
  /MonoImageDownsampleType /Average
  /MonoImageResolution 150
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.00000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects true
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile (Japan Color 2001 Coated)
  /PDFXOutputConditionIdentifier (JC200103)
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName (http://www.color.org)
  /PDFXTrapped /Unknown

  /CreateJDFFile false
  /Description <<
    /JPN <FEFF005B0027007700650062752800270020306B57FA3065304F005D00203053306E8A2D5B9A306F300130D530A930F330C8306E57CB30818FBC307F3092884C308F305A3001753B50CF89E350CF5EA6308267004F4E9650306B62913048305F00200050004400460020658766F830924F5C62103059308B3068304D306B4F7F75283057307E305930023053306E8A2D5B9A30674F5C62103057305F00200050004400460020658766F8306F0020004100630072006F0062006100740020304A30883073002000520065006100640065007200200035002E003000204EE5964D30678868793A3067304D307E30593002>
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AllowImageBreaks true
      /AllowTableBreaks true
      /ExpandPage false
      /HonorBaseURL true
      /HonorRolloverEffect false
      /IgnoreHTMLPageBreaks false
      /IncludeHeaderFooter false
      /MarginOffset [
        0
        0
        0
        0
      ]
      /MetadataAuthor ()
      /MetadataKeywords ()
      /MetadataSubject ()
      /MetadataTitle ()
      /MetricPageSize [
        0
        0
      ]
      /MetricUnit /inch
      /MobileCompatible 0
      /Namespace [
        (Adobe)
        (GoLive)
        (8.0)
      ]
      /OpenZoomToHTMLFontSize false
      /PageOrientation /Portrait
      /RemoveBackground false
      /ShrinkContent true
      /TreatColorsAs /MainMonitorColors
      /UseEmbeddedProfiles false
      /UseHTMLTitleAsMetadata true
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /BleedOffset [
        0
        0
        0
        0
      ]
      /ConvertColors /NoConversion
      /DestinationProfileName (Japan Color 2001 Coated)
      /DestinationProfileSelector /UseName
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements true
      /GenerateStructure true
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles true
      /MarksOffset 0
      /MarksWeight 0.283460
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /UseName
      /PageMarksFile /JapaneseWithCircle
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /LeaveUntagged
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
  /SyntheticBoldness 1.000000
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [600 600]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


